
Startup Weekend Tomakomai の実施について（案）

【目的】

苫小牧市中小企業振興計画を構成する三本柱の一つである創業促進について、創業プロセスを疑似体験できるStartup Weekend

を開催し、創業に関心のある市民の創業意欲を向上させる。

【期待される効果】

創業コミュニティの創出を目的にしたStartup Weekendを開催することによってコミュニティの見える化を図る。

コミュニティが見えるようになることで、創業者のニーズや意見などを汲み取り易くなりより具体的な支援を行うことが可能にな

る。

【取組背景】

苫小牧市内中小企業の事業所数は、平成13年をピークに減少傾向にあり、事業所数の減少を抑え、雇用拡大など産業活性化のた

めには創業者を増やす支援が必要となっています。（苫小牧市中小企業振興計画抜粋）

また、当該イベントは下記のとおり、苫小牧市中小企業振興計画の創業促進の主要支援策とも合致しています。

資料３

支援策 StartupWeekendとの関わり

創業促進創業につなげる支援 アイデアを事業にする過程を経験することで起業意欲が増す

ターゲットを絞った創業促進 主婦や学生にターゲットを絞り告知を実施

支援機関の活用促進 起業コミュニティの創出を目的にしており、コミュニティに対して面での支援が可能に

経営基盤強化に関する支援 自己資金や融資だけでなく、投資という新たな資金調達方法による基盤強化
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創業コミュニティが出来ると
支援策や要望が見えやすい

【イベントの流れと目的】

コーチ

【参加者】 【起業経験者】

【投資経験者】

ジャッジ

事業についてアドバイス

事業について評価・

【主催者】
苫小牧市

【移住検討者】

移住場所の選定要因のひとつに
コミュニティの有無がある

チームを作って事業案を立案、
ブラッシュアップ

【創業支援団体】

コミュニティが見えると支援しやすい

アドバイス等を求める

アドバイス等を求める継続支援

創業、納税

このコミュニティの創出と関係性の継続を目的にする

コミュニティ
に参加

【実施主体】
スタートアップウィークエンドジャパン

ファシリテーター

参加者の意欲向上の焚き付け役
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長期的な目標
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【開催日】

令和3年2月26日（金）27日（土）28日（日）

金曜日18:00～21:00 参加者の懇親会 アイデアプレゼン、チーム編成

土曜日10:00～21:00 アイデアのニーズ検証(アンケートや市場調査）、コーチからのアドバイス

日曜日10:00～19:00 コーチからのアドバイス、プレゼン準備、プレゼン実施、表彰

【会場】

ココトマ ラウンジ、スタジオ１，２

【参加人数、ターゲット】

20名程度の参加を想定 苫小牧高専、駒澤大学の学生 起業希望の主婦の方 市内企業の若手社員 など

【新型コロナウイルス感染症対策】

①マスク着用②入室時にアルコール消毒

③当日３７．５℃以上の発熱がある場合は参加禁止④会場換気

⑤会議参加システム（doorkeeper※１）を利用し、参加者の追跡を可能にする

➅参加者に予め中止になる可能性がある旨、通知

⑦開催２週間前の時点で北海道の警戒ステージ４までは、感染症対策を実施の上、参加人数が会場収容人数の2分の１を

超えないよう配慮し実施。国の緊急事態宣言発令や北海道の警戒ステージが５に引き上げられた際は、中止の判断をする。

※１doorkeeper：イベント・セミナーの予約システムfacebookアカウントと連動出来るため、参加者の募集、管理が容易にできる
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【他市の開催状況（2020年）】
10月：福井市、下関市 11月：浜松市、豊橋市、山口市 12月：鳥取市、秋田市 1月：北九州市、神戸市、札幌市


